
8広報あしや● 平成 16 年（2004 年）５ 月 １ 日号　No.891

土中からの
メッセージ

限りある資源を大切に！「広報あしや」はリサイクルによる、古紙100%を使用しています。

【三条てらこや】
�５月１日(土)13時～15時　�山手中学
第２グラウンドほか　�小・中・高校生
の自由空間「何かやってみようよ！」　
�三条コミスク・寺田(123-1982)

【浜風の家の催し】
�①浜風コンサート～子どもの日コン
サート～②コンピュータ講座③ペット
ボトルの風車④紙ねん土細工(②③④は
要予約)　�①５月２日(日)14時～15時②
19日(水)13時30分～14時45分③22日(土)
10時30分～12時30分④29日(土)10時30分
～12時30分　�＆�浜風の家(135-5700)

【芦屋今昔　歴史ウォッチング】
�５月10日～６月21日(全７回)13時30分
～15時30分(２回目は10時30分～15時30
分)　�集・空・間Ｔｉｏ　�わが町勉強
会。文化・歴史・民話、町名の由来など
からもっと芦屋を知る　�1,500円　�30
名　�＆�ティオ(125-0177)

【中高生のためのやすらぎ教室】
�５月８日(土)、22日(土)13時～16時30
分　�図書館集会室　�中高生　�ヨッ
シーくらぶ・守上(123-6854)

【母と子のいこいの部屋】
�５月11日(火)、18日(火)10時～11時30
分　�図書館集会室　�母と子が絵本
などからおはなしに親しむ　�バルー
ン・津田(132-2610)

【折り紙教室】
�５月12日(水)10時～12時　�図書館
集会室　�段谷貞子氏　�一般　	折
り紙、はさみ、のり　�段谷(134-2546)

【おはなし作りの部屋】
�５月12日(水)・19日(水)10時～12時
�図書館集会室　�作品の制作、人形
劇の練習(子ども同伴歓迎)　�ぷりん・
岡山(131-6801)

【『芦屋カンツリー倶楽部杯』
　グラウンドゴルフ交流大会】
�５月17日(月)９時～15時30分(小雨決
行) 　�芦屋カンツリー倶楽部　�1,000
円(昼食費別1,000円)
�＆�５月６日
(木)までに。大嶋(123-1096)へ。

【丹波の朝採り有機野菜市】
�５月19日(水)10時～　�ワークホーム
つつじ(西宮市郷免町４-１)　�ワーク
ホームつつじ・藤川(122-7044)

【芦屋子育て講座】
�５月21日(金)10時～11時30分　�市
民センター2 0 5室　�しつけの大切な
ポイントとは　�倫理研究所・藤本(132-
2055)

【ＮＰＯ、コミュニティビジネスに
　関する無料相談会】
�５月21日(金)13時～17時(１時間単位)
� 女性センター　� 地域で事業を始め
たい、貢献したいかた　�ＮＰＯさん
ぴぃす(122-8896)

【芦屋市民ゴルフデー】
�５月28日(金)・６月25日(金)・７月30
日(金)・８月31日(火)　�市内在住在勤
で満20歳以上の人(先着1 2 0人)　�５
月：13,550円、６月～８月：11,970円
(キャディ付き、消費税込み)　�＆�
往復はがき(１枚で４人まで)芦屋カン
ツリー倶楽部(奥山１-25。131-0501)

【オリックスの野球観戦ご招待】
�５月28日～30日：ダイエー戦、６月14
日～15日：西武戦(29日・30日13時～、
その他は18時試合開始)　�往復はがき
に郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番
号、参加人数(４人以内)、観戦希望カー
ド(１つ)を明記(返信はがきの宛名も記
入)の上、〒654-0163　神戸市須磨区緑台
Y a h o o ! B Bスタジアム気付　オリック
ス・ブルーウェーブ「芦屋市民招待係」
宛。５月18日必着。当選者には当日招待
券と交換の返信はがき送付　�オリック
ス・ブルーウェーブ「芦屋市民観戦ご招
待デー係」(1078-795-3344)

【近代化遺産調査を終えて】
�５月29日(土)13時30分～17時　�市
民センター205室　�市内の近代化遺産
(土木・建築)をスライドで紹介し、そ
の生かし方を考える　�福嶋忠嗣氏(兵
庫県ヘリテージ・マネージャー)
�500
円　�芦屋の景観を考える会・福嶋(131-
7986)

【芦屋川のホタル観察会】
�芦屋川でホタルが乱舞するのを観察し
ます　�５月29日(土)19時～(少雨の場合
実施)　�開森橋集合　�芦屋川に魚を
増やそう会(123-2066)

　
　
芦
屋
と
文
化

大
原
町
　
松
本
　
修
志

市
霊
園
内
の

さ
い
せ
き

ば

「
大
坂
城
毛
利
家
採
石
場
出
土
刻
印
石
」
を

市
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た

　
こ
の
た
び
「
第
八
号
市
指
定
文
化
財
」
と

し
て
指
定
し
た
刻
印
石
は
、
東
六
甲
採
石
場

奥
山
刻
印
群
を
構
成
す
る
石
垣
石
材
で
す
。

　
本
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
平
成
五
年
度
の

市
霊
園
（
剱
谷
十
七
番
地
の
先
）
の
拡
張
工

事
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ
り
記
録
調
査
さ
れ
、

同
年
、
同
じ
霊
園
内
に
移
設
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
天
下
普
請
と
し
て
名
高
い
現
存
大
阪
城
の

石
垣
は
、
豊
臣
秀
吉
の
大
坂
城
築
城
に
伴
う

も
の
で
は
な
く
、
元
和
六
年(

一
六
二
〇)

よ

り
三
期
の
工
期
で
行
わ
れ
た
徳
川
氏
に
よ
る

大
坂
城
再
築
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
石
材

は
、
芦
屋
市
内
で
は
奥
山
や
城
山
・
岩
ヶ
平

な
ど
で
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
当
刻
印
石
は
、
五
十
五
号
石
材(

奥
山
刻

印
群
Ｋ
地
区
№
二
十
二)

と
呼
称
さ
れ
る
も

の
で
、
平
面
二
等
辺
三
角
形
状
を
な
す
調
整

石
で
す
。
長
さ
一
・
六
ｍ
、
最
大
幅
〇
・
八

九
ｍ
、
高
さ
〇
・
五
三
ｍ
を
測
り
、
石
を
割

り
取
る
際
の
矢
穴
は
、
東
長
辺
と
南
底
辺
の

部
分
に
列
を
な
し
て
み
ら
れ
ま
す
。

　
石
材
上
面
に
は
、
長
州
藩
毛
利
氏
が
所
用

し
た
刻
印
「

」
が
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
は
、

一
文
字
部
分
が
字
幅
一
・
二
㎝
、
長
さ
八
㎝

を
計
測
し
、
三
・
五
㎝
の
距
離
を
置
い
て
家

さ
ん
せ
い

紋
の
三
星
を
省
略
し
た
一
円
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
径
約
九
㎝
、
刻
線
の
幅
は
一
・
三
㎝
で

あ
り
、
ま
た
、
そ
の
右
側
下
に
は
、
上
開
き

の
半
円
形
の
「

」
刻
印
が
併
刻
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
当
刻
印
石
の
歴
史
的
意
義
は
、
西
国
の
大

名
毛
利
家
と
特
定
さ
れ
た
採
石
領
域
で
確
認

さ
れ
る
と
と
も
に
、
調
査
に
よ
り
遺
存
位
置

が
正
確
に
記
録
さ
れ
た
点
に
あ
り
、
近
世
芦

屋
の
歴
史
と
石
工
の
労
働
・
技
術
を
証
す
る

文
化
財
と
し
て
末
永
く
保
存
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
1
#1
２
０
６
５

大坂城毛利家採石場出土刻印石

　
最
近
よ
く
芦
屋
の
美
術
博
物
館

に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
を
目
に
す

る
。
一
市
民
と
し
て
、
市
の
美
術

博
物
館
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か

は
、
確
か
に
気
に
な
る
こ
と
で
は

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ

と
を
も
っ
て
「
芦
屋
に
文
化
が
な

く
な
る
」
と
い
っ
た
論
調
に
は
同

意
し
が
た
い
。

　
我
田
引
水
の
よ
う
で
恐
縮
だ
が
、

私
の
所
属
し
て
い
る
芦
屋
交
響
楽

団
の
活
動
の
歴
史
を
通
し
て
み
て

も
、
近
年
、
音
楽
関
係
の
グ
ル
ー

プ
や
個
人
は
全
国
的
に
も
あ
る
い

は
世
界
的
に
も
多
く
輩
出
し

て
お
り
、
活
況
を
呈
し
て
い

る
。
だ
か
ら
と
い
う
訳
で
は

な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
芦
屋
は

捨
て
た
も
の
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
芦
屋
に
生
ま

れ
育
ま
れ
、
元
気
に
活
躍
を

続
け
て
い
る
「
芦
屋
交
響
楽

団
」
の
定
期
演
奏
会
は
今
回
で
第

六
十
一
回
を
迎
え
る
。

　
本
物
の
音
楽
を
目
指
し
、
今
年
も

五
月
八
日(

土)

、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
午
後
六
時
か

ら
開
演
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
毎
年
二

月
に
は
市
民
合
唱
団
と
ジ
ョ
イ
ン
ト

し
て
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
で
オ
ペ
ラ
を
上

演
、
ま
た
小
学
生
か
ら
一
般
市
民
ま

で
参
加
し
て
い
る
市
吹
奏
楽
連
盟
の

演
奏
会
も
、
各
方
面
か
ら
好
評
を
得

て
い
る
。
芦
屋
と
文
化
の
た
め
に
、

ア
マ
チ
ュ
ア
も
頑
張
っ
て
い
る
。

　
　
図
上
防
災
訓
練

    

　
　 

朝
日
ヶ
丘
町
自
主
防
災
会
　
吉
津
　
雅
一

ＤＩＧを楽しむ

朝日ヶ丘小学校ランチルーム

　
身
近
で
起
こ
り
う
る
い
ろ
い
ろ

な
災
害
に
対
し
て
、
朝
日
ヶ
丘
町

は
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
災
害
が
起
き
て
か
ら
あ
た
ふ

た
と
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
普

段
か
ら
備
え
方
を
考
え
て
お
く
こ

と
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
う
の
で

す
。
そ
こ
で
、
同
じ
町
内
の
人
が

集
ま
っ
て
、
実
際
に
地
域
を
見
て

歩
い
て
調
べ
る
防
災
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　
図
上
訓
練(

Ｄ
Ｉ
Ｇ)

と
い
う
こ

の
訓
練
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
で

き
る
ん
で
す
。
今
回
、
朝
日
ヶ
丘

小
学
校
に
集
ま
っ
た
の
は
芦
屋
市

防
災
対
策
課
の
ス
タ
ッ
フ
と
町
内

に
住
む
四
十
人
。
三
つ
の
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
町
内
を
探
検
し
、
学

校
に
戻
っ
て
発
見
し
た
情
報
を

マ
ー
カ
ー
や
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
を
使

い
、
大
き
な
白
地
図
上
の
透
明

シ
ー
ト
に
書
き
込
み
ま
し
た
。

　
非
常
用
乾
パ
ン
を
口
に
運
び
な

が
ら
、
ふ
だ
ん
見
落
と
し
て
い
た

こ
と
を
発
見
し
た
り
、
子
ど
も
か

ら
年
配
の
か
た
ま
で
、
楽
し
く
有

意
義
な
防
災
訓
練
が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。

●凡例…�日時（日程）、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、�出演、

�費用(記載の無い催しは無料)、	持ち物、�申し込み、�問い合わせ

市民の�
ひろば�

マ
イ
・
オ
ピ
ニ
オ
ン

マ
イ
・
オ
ピ
ニ
オ
ン�

マ
イ
・
オ
ピ
ニ
オ
ン�


